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2/1　広酪本所会議室第 10回理事会

■
平
成
二
十
五
年
十
月
　
T
M
R
セ
ン
タ
ー
を
「
み
わ
」に
統
合

■
「
乳
用
初
生
牛
買
い
取
り
事
業
」に
着
手

■
組
合
独
自
の
後
継
者
就
学
金
制
度
を
新
設

　理事 11 名（1名欠席）、監事 4名の出席のもと、生産委員会並びに総務委員

会での審議を踏まえ、12の協議事項を審議した。主な協議内容並びに結果は次

のとおり。

■
協
議
事
項

協
議
一

T
M
R
セ
ン
タ
ー
の
統
合

▼
第
六
次
中
期
計
画
に
掲
げ
る
T
M
R
セ
ン

タ
ー
の
統
合
に
関
し
て
、
平
成
二
十
五
年
十

月
を
目
標
に
二
つ
の
T
M
R
セ
ン
タ
ー
を
統

合
す
る
方
針
の
下
、
そ
の
具
体
案
を
審
議
。

▼
審
議
は
、
一
月
二
十
三
日
開
催
の
第
三
回

生
産
委
員
会
か
ら
の
答
申
を
踏
ま
え
、「
庄

原
T
M
R
セ
ン
タ
ー
」を
「
み
わ
T
M
R
セ

ン
タ
ー
」へ
の
統
合
を
基
本
に
、
現
有
の
敷

地
内（
み
わ
）に
設
置
す
る
倉
庫
を
改
造
し
、

機
械
設
備
を
配
置
す
る
構
想
を
纏
め
た
。

▼
こ
の
構
想
は
、
購
入
基
礎
配
合
飼
料
を
業

者
等
か
ら
調
達
し
、
T
M
R
発
酵
飼
料
を
製

造
し
、
こ
の
飼
料
の
組
合
員
へ
の
供
給
は
、

現
状
の
『
ト
ラ
ン
ス
バ
ッ
ク
』方
式
に
加
え

て
新
た
に
、
よ
り
発
酵
品
質
と
嗜
好
性
が

向
上
す
る
『
ラ
ッ
プ
梱
包
』方
式
を
併
設
し
、

二
つ
の
包
装
形
態
に
よ
る
供
給
出
荷
を
可
能

と
す
る
施
設
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

▼
こ
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
①
現
在
開
発

中
の
可
変
径
式
T
M
R
成
形
密
封
装
置
の

現
地
検
討（
十
一
月
十
日
）、
②
群
馬
県
赤

城
酪
連
T
M
R
セ
ン
タ
ー
の
視
察（
十
一
月

二
十
八
日
～
二
十
九
日
）、
③
利
用
組
合
員

三
十
六
戸（
生
乳
出
荷
組
合
員
の
約
二
割
）の

聞
き
取
り
調
査
等
を
参
考
と
し
た
。

▼
今
後
は
、
こ
の
実
現
に
向
け
て
①
関
係
業

者
か
ら
の
見
積
提
示
、
②
購
入
基
礎
配
合
飼

料
の
調
達
業
者
の
選
定
協
議
、
③
補
助
事
業

制
度
に
か
か
る
行
政
等
へ
の
相
談
と
関
連
調

査
、④
投
資
計
画
、⑤
庄
原
T
M
R
セ
ン
タ
ー

の
撤
去
な
ど
の
取
り
組
み
着
手
を
時
系
列
に

整
理
し
検
討
を
深
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

協
議
二

乳
用
初
生
雌
牛
買
い
取
り
預
託
事
業

▼
第
六
次
中
期
計
画
に
基
づ
き
、
三
つ
の
ス

テ
ー
ジ（
以
降
「
ST
」）に
分
け
て
具
体
化
を

図
る
方
針
の
下
、
各
ST
へ
の
対
処
状
況
と
共

に
今
後
の
取
り
組
み
を
生
産
委
員
会
の
答
申

を
受
け
て
審
議
し
、
次
の
と
お
り
方
向
性
を

決
定
し
た
。

ST
1
：
斡
旋
販
売
の
取
り
組
み

▼
自
家
育
成
牛
が
販
売
可
能
か
否
か
を
問
う

組
合
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
初
妊

牛
が
販
売
可
能
と
回
答
さ
れ
た
組
合
員
も
含

ま
れ
、
再
度
、
九
名
の
組
合
員
に
意
向
調
査

を
実
施
し
、斡
旋
販
売
の
開
始
に
取
り
組
む
。

周
知
方
法
は
、
情
報
誌
「
ら
く
の
う
だ
よ
り
」

に
「
初
生
牛
斡
旋
販
売
の
コ
ー
ナ
ー
」を
設

け
る
等
し
て
行
う
。
ま
た
、
こ
の
テ
ス
ト
斡

旋
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
取
り
扱
い
を
ル
ー
ル

化
す
る
た
め
の
要
領
を
作
成
す
る
。

ST
2
：
買
い
上
げ
対
象
の
増
頭
対
策

▼
雌
雄
判
別
精
液
の
助
成
枠
の
拡
大
及
び
、

買
い
上
げ
制
度
を
目
的
と
す
る
無
料
配
布
を

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、
無
料
配
布

は
受
胎
率
の
問
題
・
そ
の
産
子
が
初
生
雌
子

牛
買
上
に
直
結
す
る
か
等
、
不
確
定
要
素
が

多
く
課
題
を
残
す
こ
と
か
ら
無
料
配
布
は
行

な
わ
ず
、
自
家
育
成
牛
増
頭
の
た
め
の
後
継

牛
対
策
と
し
て
助
成
措
置
等
を
講
じ
る
対
応

と
す
る
。

ST
3
：�

一
時
管
理
施
設
の
整
備
及
び
預
託
・

導
入
牛
の
発
着
施
設
の
改
善
整
備

▼
こ
の
事
業
創
設
後
の
買
い
取
り
集
畜
か
ら

北
海
道
預
託
発
送
ま
で
の
一
元
管
理
施
設
、

預
託
・
導
入
事
業
発
着
施
設
及
び
防
疫
対
応

隔
離
管
理
施
設
の
整
備
は
、
現
在
使
用
す
る

借
受
施
設
を
整
備
し
、
預
託
牛
・
導
入
牛
の

発
着
施
設
と
し
て
整
備
す
る
。

▼
こ
れ
ら
施
設
改
善
整
備
と
併
せ
て
、
運
搬

車
両
を
組
合
が
リ
ー
ス
取
得
す
る
等
、集
配
・

配
送
業
務
も
含
め
て
、所
有
者
と
協
議
の
上
、

委
託
契
約
を
締
結
す
る
方
向
で
改
善
整
備
に

あ
た
る
。

協
議
三

新
婚
旅
行
特
割
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
待
遇
の
措
置

▼
第
六
次
中
期
計
画
に
掲
げ
る
事
項
と
し

て
、
生
産
委
員
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、「
後

継
者
育
成
の
為
の
特
割
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用

助
成
金
交
付
要
領
」を
平
成
二
十
四
年
二
月

一
日
付
け
で
施
行
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

協
議
四

後
継
者
就
学
金
制
度
の
措
置

▼
第
六
次
中
期
三
か
年
計
画
に
掲
げ
る
事
項

と
し
て
、
生
産
委
員
会
並
び
に
総
務
委
員
会

か
ら
の
答
申
を
踏
ま
え
て
審
議
。

▼
既
に
こ
の
制
度
創
設
は
、
過
日
開
催
の
理

事
会
で
、
組
合
単
独
で
の
資
金
調
達
や
発
生

リ
ス
ク
へ
の
懸
念
、
加
え
て
、
こ
の
問
題
は

全
国
的
な
共
通
課
題
で
あ
る
後
継
者
支
援
に

関
連
す
る
位
置
づ
け
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
組

合
の
内
部
対
応
に
か
か
る
検
討
を
継
続
し
、

上
部
組
織
団
体（
全
酪
連
、
全
国
酪
農
協
会
）

等
に
対
し
て
、
そ
の
制
度
実
現
に
向
け
て
要

請
を
決
定
し
て
い
た
。

赤木酪連の視察報告を行う大畠係長（事業推進課）写真：中央

▼
し
か
し
、
こ
の
創
設
に
期
待
感
を
寄
せ
ら

れ
る
組
合
員
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
改
め
て

審
議
。
な
お
、
将
来
に
亘
る
事
業
の
継
続
性

と
全
国
組
織
に
要
請
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、整
理
す
べ
き
事
項
を
想
定
す
る
中
で
、

償
還
元
金
の
免
除
は
認
め
ず
、
酪
農
後
継
者

と
し
て
、
組
合
員
の
加
入
若
し
く
は
組
合
員

の
酪
農
経
営
に
従
事
す
る
場
合
、「
牛
群
検

定
事
業
の
実
施
と
酪
農
家
経
営
管
理
支
援
シ

ス
テ
ム（
通
称
D
M
S
）の
利
用
及
び
申
請
書

の
提
出
を
条
件
と
し
て
以
後
の
貸
付
金
償
還

利
息
の
免
除
を
決
定
し
た
。

▼
こ
れ
に
伴
い
「
酪
農
後
継
者
就
学
金
貸
付

規
程
」を
平
成
二
十
四
年
二
月
一
日
付
け
で

施
行
し
た
。

▼
関
連
記
事
二
十
六
頁
。

協
議
五

天
災
等
自
然
災
害
リ
ス
ク
を
想
定
し
た

発
電
機
の
整
備

▼
去
る
十
二
月
開
催
の
地
区
懇
談
会
で
、
東

日
本
大
震
災
で
は
停
電
等
が
発
生
し
、
酪
農

家
は
搾
乳
が
出
来
な
い
状
況
に
晒
さ
れ
た
こ

と
の
教
訓
か
ら
、
こ
う
し
た
有
事
の
際
を
想

定
し
て
、
組
合
の
事
業
所
等
に
発
電
機
を
設

置
し
て
ほ
し
い
と
す
る
組
合
員
か
ら
の
意
見

が
あ
り
、
生
産
委
員
会
の
答
申
を
踏
ま
え
審

議
し
た
。

▼
基
本
的
に
は
、
災
害
時
の
停
電
発
生
の
発

電
機
手
配
は
組
合
員
自
ら
が
行
な
う
も
の
と

し
、
組
合
は
そ
の
経
費
の
四
分
の
一
を
助
成

す
る
対
策
を
講
じ
る
。
ま
た
、
こ
の
対
応
に

あ
た
っ
て
は
、
組
合
と
㈱
リ
ョ
ー
キ（
十
ヶ

所
の
営
業
所
配
置
）と
の
間
に
リ
ー
ス
基
本

契
約
を
締
結
し
、
リ
ー
ス
代
金
の
決
済
を
担

保
に
組
合
員
が
希
望
す
る
発
電
機
を
借
り
受

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
援
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

▼
今
後
は
こ
れ
ら
の
方
向
付
け
に
基
づ
い

て
、
取
扱
い
ル
ー
ル
と
な
る
要
領
作
成
と
組

合
員
周
知
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

協
議
六

体
細
胞
簡
易
測
定
器
の
未
配
備
地
域
へ

の
配
備

▼
南
部
地
域
、
高
宮
ミ
ル
ク
ボ
ー
イ
近
隣
の

組
合
員
か
ら
体
細
胞
簡
易
測
定
器
の
配
備
を

求
め
る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
生
産
委
員
会
の

答
申
を
踏
ま
え
審
議
し
た
。

①
南
部
地
域
へ
の
設
置

▼
兼
ね
て
よ
り
組
合
員
か
ら
、
抗
生
物
質
等

の
生
乳
検
査
依
頼
が
集
乳
車
便
で
は
一
日
遅

れ
、
自
ら
が
遠
方
か
ら
持
ち
込
む
依
頼
方
法

し
か
無
い
と
す
る
現
状
か
ら
、
こ
れ
ら
の
改
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善
を
求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
。

▼
こ
れ
ら
の
対
応
策
と
し
て
、
生
乳
検
査
体

細
胞
簡
易
測
定
器
「
抗
生
物
質
検
査（
ミ
ル

ク
ド
ク
タ
ー
）を
含
む
」を
配
備
す
る
こ
と
と

し
、
そ
の
設
置
場
所
を
N
O
S
A
I
南
部
家

畜
診
療
所
等
と
し
、
委
託
管
理
の
協
議
を
行

う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
体
細
胞
簡
易
測
定
器

の
取
得
は
、
第
十
七
回
通
常
総
会
の
剰
余
金

処
分
案
で
承
認
を
得
た
「
乳
質
改
善
設
備
機

器
積
立
金
」を
以
て
充
て
る
。

②
高
宮
ミ
ル
ク
ボ
ー
イ
へ
の
設
置

▼
管
内
の
体
細
胞
簡
易
測
定
器
の
設
置
は
西

部
事
業
所
と
し
て
お
り
、
同
事
業
所
へ
の
持

ち
込
み
時
間
は
片
道
約
三
十
分
程
度
の
道
程

で
、
三
次
Ｃ
Ｓ
へ
の
集
乳
車
便
も
確
保
さ
れ

て
お
り
、
加
え
て
、
現
状
の
利
用
件
数
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
今
回
は
設
置
し
な
い
こ
と

を
決
定
し
た
。

▼
但
し
、
今
後
、
検
体
実
績
に
基
づ
く
利
用

状
況
が
増
加
し
、
設
置
の
要
望
意
見
が
高
ま

れ
ば
、
そ
の
時
点
で
再
度
検
討
す
る
こ
と
を

補
足
し
た
。

協
議
七

酪
農
経
営
移
譲
支
度
金
制
度
の

対
象
範
囲
拡
大
へ
の
要
望

▼
去
る
十
二
月
開
催
の
地
区
懇
談
会
に
お
い

て
、
酪
農
経
営
移
譲
支
度
金
規
程
の
施
行
日

以
前
に
経
営
移
譲
し
た
組
合
員
か
ら
、
施
行

日
を
遡
及
し
て
対
象
範
囲
に
含
め
て
ほ
し
い

と
す
る
意
見
を
受
け
て
、
総
務
委
員
会
の
答

申
を
踏
ま
え
審
議
し
た
。

▼
施
行
日
か
ら
遡
及
す
る
こ
と
は
、
組
合
が

定
め
る
関
連
諸
規
程
等
の
総
て
に
影
響
す
る

可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
応
じ
ら
れ
な
い

と
す
る
決
定
を
し
た
。

協
議
八

定
款
第
二
十
一
条（
出
資
口
数
減
少
）に

基
づ
く
申
し
出

▼
正
組
合
員
一
名
か
ら
定
款
第
二
十
一
条
に

基
づ
く
出
資
口
数
の
減
少
を
求
め
る
届
出
が

あ
っ
た
。

▼
同
組
合
員
は
、既
に
酪
農
業
を
廃
業
さ
れ
、

同
条
第
一
項
に
定
め
る
事
業
の
一
部
廃
止
に

該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
百
九
十
二
口（
額
面

九
十
六
万
円
）の
減
資
の
承
認
を
決
定
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
減
資
に
よ
る
払
い
戻
し
時
期

は
、
定
款
の
定
め
に
よ
り
次
回
開
催
の
通
常

総
会
終
了
後（
七
月
二
日
予
定
）と
し
た
。

協
議
九

役
員
賠
償
責
任
保
険
制
度
へ
の
加
入
更
新

▼
役
員
賠
償
責
任
保
険
制
度（
契
約
期
間

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
五
日
か
ら
一
年
）

の
継
続
加
入
を
決
定
し
た
。

▼
加
入
先
は
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損

害
保
険
株
式
会
社
。
保
険
掛
金
は
事
故
補
填

限
度
額
一
億
円
、
賠
償
保
険
掛
金
八
十
三
万

円
。
保
険
金
負
担
は
、
前
述
の
理
事
会
決
定

に
準
じ
て
、
掛
金
の
八
万
三
千
円
の
一
割
相

当
額
を
役
員
個
々
の
負
担
分
と
し
、
一
人
当

た
り
五
千
百
八
十
八
円
を
負
担
す
る
。

協
議
十

就
業
規
則
の
一
部
変
更

▼
前
回
の
理
事
会
、
総
務
委
員
会
の
答
申
を

受
け
て
審
議
。
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正

や
内
部
監
査
に
お
け
る
就
業
規
則
の
見
直
し

指
摘
を
踏
ま
え
、
就
業
規
則
の
一
部
変
更
を

平
成
二
十
四
年
二
月
一
日
付
け
で
施
行
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
使
用
者
責
任
に

伴
う
労
働
時
間
管
理
の
た
め
の
「
職
員
就
労

時
間
等
管
理
表
」の
様
式
変
更
を
決
定
し
た
。

▼
一
部
変
更
し
た
就
業
規
則
は
、
①
み
わ

T
M
R
セ
ン
タ
ー
就
業
規
則
、
②
庄
原

T
M
R
セ
ン
タ
ー
就
業
規
則
、
③
ミ
ル
ク

フ
ァ
ー
ム
ハ
ル
就
業
規
則
、
④
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
職
員
就
業
規
則
、
⑤
上
記
①
か
ら
④
を

除
く
事
業
場
を
対
象
と
し
た
就
業
規
則
、
⑥

介
護
休
業
及
び
介
護
短
時
間
勤
務
に
関
す
る

規
程
、
⑦
育
児
休
業
及
び
育
児
短
時
間
勤
務

に
関
す
る
規
程
。
軽
微
な
字
句
の
補
正
等
は

組
合
長
一
任
と
し
た
。

協
議
十
一

服
務
規
程
の
新
設

▼
職
員
が
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
守

り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
方
針
や
組
合
の
諸

規
程
類
を
遵
守
し
、
か
つ
、
組
合
の
職
場
秩

序
の
維
持
と
業
務
の
円
滑
な
運
営
を
行
う
こ

と
を
定
め
た
服
務
規
程
を
平
成
二
十
四
年
二

月
一
日
付
け
で
新
設
施
行
し
た
。
な
お
、
軽

微
な
字
句
の
補
正
並
び
に
表
現
等
の
修
正
は

組
合
長
一
任
と
し
た
。

協
議
十
二

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
運
営
規
程
の
一
部
変
更

▼
傷
病
時
利
用
に
お
い
て
、
搾
乳
頭
数
二
十

頭
以
下
の
環
境
で
、
こ
の
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
員

が
、
そ
の
農
家
が
出
役
す
る
臨
時
ヘ
ル
パ
ー

員
と
の
共
同
作
業
体
系
と
な
っ
た
場
合
、
酪

農
ヘ
ル
パ
ー
員
が
受
け
取
る
委
託
料
金
は
大

き
く
減
額（
一
日
出
役
で
四
千
円
）と
な
る
こ

と
か
ら
、
現
行
の
規
程
第
九
条
三
項
の
「
傷

病
利
用
に
限
る
出
役
に
つ
い
て
飼
養
管
理
す

る
搾
乳
頭
数
に
関
わ
ら
ず
派
遣
人
数
一
名
当

た
り
の
定
期
利
用
料
金
、
委
託
料
金
に
か
か

る
一
部
変
更
を
決
定
し
た
。

▼
こ
の
変
更
に
伴
い
、
規
程
に
付
帯
す
る
酪

農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
料
金
表
及
び
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
業
務
委
託
費
表
の
巻
末
欄
に
こ
の
旨
の

注
意
記
載
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

▼
ま
た
、
こ
れ
に
併
せ
て
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利

用
料
金
表
及
び
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
業
務
委
託
費

表
の
字
句
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
定
期
利

用
料
金
表
」と
の
字
句
を
「
定
期
利
用
農
家
」

に
変
更
し
整
備
し
た
。

▼
こ
の
変
更
の
施
行
は
、
組
合
員
へ
の
周
知

期
間
を
考
慮
し
て
、
平
成
二
十
四
年
四
月
二

日
分
か
ら
施
行
し
た
。

▼
関
連
記
事
二
十
七
頁
。

■
報
告
事
項

❶
第
六
次
中
期
三
ヵ
年
計
画
の
進
捗
状
況

❷
地
区
懇
談
会
の
意
見
要
望
等
の
報
告

❸
子
会
社　

山
陽
乳
業
㈱
の
経
営
状
況

❹�

経
営
上
重
要
な
契
約（
集
合
動
産
譲
渡
担

保
契
約
に
付
帯
す
る
覚
書
）

❺�

平
成
二
十
三
年
度
生
乳
計
画
生
産
の
進
捗

状
況

❻�

中
国
生
乳
販
連
傘
下
会
員
の
生
乳
検
査
成
績

❼�

平
成
二
十
三
年
度
乳
質
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
進

捗
状
況

❽
3
M
事
業
23
の
事
業
着
手
状
況

❾
リ
ー
ス
事
業
の
事
務
取
扱
い

❿�

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
令
違
反
の
報
告

⓫
職
員
に
対
す
る
年
末
手
当
の
支
給

⓬�

生
乳
生
産
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
新
様
式

⓭
役
員
手
帳
の
配
布

⓮�

赤
城
酪
連
T
M
R
セ
ン
タ
ー
視
察
報
告

（
機
械
稼
働
の
映
像
上
映
）

生産委員会の答申を読み上げる
岩竹重城理事（生産委員長）

総務委員会の答申を読み上げる
鈴木道弘理事（総務委員長）

　

二
月
十
二
日
、
第
二
十
六
回
中
国
女

子
駅
伝
が
開
催
さ
れ
全
国
か
ら
集
っ
た

五
十
三
チ
ー
ム
が
五
区
間
約
二
十
一
km
の

距
離
で
順
位
を
競
い
、
優
勝
は
一
般
の
部

「
エ
デ
ィ
オ
ン
」、
郡
市
の
部
「
東
広
島
陸

協
」が
輝
い
た
。

　

当
日
は
、
小
春
日
和
を
感
じ
る
晴
天
の

中
、
各
区
間
中
継
所
付
近
の
沿
道
に
は
大

勢
の
人
た
ち
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
郷
土

選
手
の
姿
・
ゼ
ッ
ケ
ン
が
眼
に
入
る
と「
○

○
が
ん
ば
れ
ー
、
ラ
ス
ト
・
ラ
ス
ト
」と

熱
い
声
援
が
飛
び
交
っ
た
。

　

こ
う
し
た
光
景
の
中
で
、
コ
ー
ス
沿
道

を
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
走
る
、
年
の
頃

は
六
十
歳
後
半
と
思
え
る
男
女
お
二
人
に

出
会
っ
た
。

　

お
二
人
は
、
向
か
い
風
の
中
、
足
取
り

軽
や
か
に
淡
々
と
会
話
し
な
が
ら
走
り
、

駅
伝
コ
ー
ス
を
走
り
去
る
選
手
に
大
き
な

声
援
を
送
り
続
け
ら
れ
て
い
た
。

　

信
号
待
ち
の
時
間
、
こ
の
二
人
に
声
を

掛
け
て
み
た
。「
お
元
気
で
す
ね
。
足
取

り
も
軽
や
か
で
す
ね
。
い
つ
も
走
っ
て
お

ら
れ
る
の
で
す
か
？
」と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

女
性
か
ら
「
昨
日
の
土
曜
日
は
、
十
km
マ

ラ
ソ
ン
で
走
っ
た
ヨ
、
走
っ
て
汗
を
流
す

こ
と
が
気
持
ち
よ
く
て
良
く
走
っ
て
る

ヨ
・・・
。
今
日
は
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ

て
い
る
か
ら
遅
い
け
ど
・
・
・
」と
の
言

葉
が
返
っ
て
き
た
。
心
の
中
で
「
老
人
の

鉄
人
、
す
ご
い
」と
思
っ
た
。

　

信
号
待
ち
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
、
カ
メ
ラ

を
抱
え
て
、
し
ば
ら
く
の
間
ジ
ョ
ギ
ン
グ

で
二
人
の
後
ろ
姿
を
追
っ
た
も
の
の
、
こ

ち
ら
は
息
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
何
事

も
、
継
続
は
力
な
り
と
感
じ
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
の
楽
し
さ
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
出

来
た
。

　

本
誌
表
紙
写
真
は
、
こ
の
折
り
に

シ
ョ
ッ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
今
月
の
表
紙


